
今後の県立高等学校入学者選抜制度の在り方について

１ 栃木県立高等学校入学者選抜制度検討委員会の実施状況

第１回 （平成21年12月10日（木）） 第４回 （平成22年６月９日（水））
第２回 （平成22年１月26日（火）） 第５回 （平成22年11月22日（月））
第３回 （平成22年２月25日（木）） 第６回 （平成23年３月25日（金））

２ 栃木県立高等学校入学者選抜制度検討委員会提言の概要

（１）全日制課程

現行の「推薦入学」を改め、「特色選抜」を実施することとし、「学力検査」は、「一般選抜」と

名称を変更して現行どおり実施する。

現行 【推薦入学】 【学力検査】

・県で示した資格要件に適う生徒を中学校長が推薦 ・国語、社会、数学、
・学力検査は行わず、面接及び作文又は小論文を実施 理科及び外国語（英
・定員の割合は、10%～30%程度から選択(スポーツ科は50%程度) 語）の5教科で実施
・推薦入学を実施しないことも可能

【改善の視点】

改善内容 【特色選抜】

・各高等学校がそれぞれの学校・学科の特色を明確にした上で、募集する生

徒像や資格要件を具体的に示す。 【一般選抜】

・生徒が受検する高等学校を主体的に選択し、調査書に加えて、志願理由等

を記載した書類等を提出する。（中学校長の推薦を要しない。） ・「学力検査｣の名称

・選抜方法は、各高等学校が、それぞれの特色に応じて面接、作文、小論文、 を変更し現行どお

学力検査、実技検査などの中から選択して選抜を実施することとし、その り実施する。

組合せは各学校の裁量とする。

・定員の割合は、現行の推薦入学と同程度とし、全校で実施する。

（２）定時制課程・通信制課程

定時制課程の選抜は、現行どおり「フレックス特別選抜」と「学力検査」を実施し、「学力検査」

は、全日制課程と同様「一般選抜」と名称を変更する。

通信制課程の選抜は、従来３月中に２回実施していた面接を、３月に１回、４月に１回実施する。

（３）新たな選抜制度の導入時期

生徒、保護者及び中学校関係者への周知期間並びに各高等学校の準備期間を十分にとる必要があ

ることなどに配慮し、平成２６年度入学者選抜以降とする。

３ 今後の対応

教育委員会事務局の検討部会において、提言を踏まえながら、新たな制度の実施にむけて検討を進

める。その中で、「特色選抜」については、学校・学科の特色に応じた「募集する生徒像」や「資格要

件」の示し方、「選抜方法」とその「組合せ」や「配点」等細部にわたる検討を行う。

①中・高をとおした人材育成の視点の明確化

②公平性・客観性の確保

③学力の担保

④選抜方法の多様化と評価尺度の多元化

⑤各学校の特色化の推進


